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ポスター発表，口頭発表と続いた。ポスター発表の後，午後 4 時 20 分から口頭発表が行
われたが，第 8 分野（地球物理観測技術）は講演数が多かったことから，繰り上げられて
午後 3 時 30 分から始まった。日頃発表する機会が少ない事から，このような機会に集中
して申込があったものと考えられ，発表者の心意気が感じられた。私は当然地球物理観測
技術分野に参加した。二日間で 26 講演と大盛会であった。ちなみに工作技術分野は 16 件，
装置技術分野は 20 件，回路・計測・制御技術分野は 20 件，極低温技術は 13 件，情報・ネ










技術室 三浦 勉 
 







































































平成 15 年度東京大学総合技術研究会に関連して 
観測班（桜島）  高山 鉄朗 
 
東京大学総合技術研究会に参加する機会を与えられ，鹿児島からは鹿児島大学南西島弧



























日時：平成 15 年 3 月 6 日 13 時 － 7 日 17 時 
場所：東京大学本郷キャンパス 
 





















 2002 年度東京大学総合技術研究会に参加して 
 
防災研究所技術室観測班 




















 私の口頭発表は初日 6 日の 16：30 から 20 分間第 8 技術分野（地球物理観測技術）工学










平成 14 年度 東京大学総合技術研究会 
 
技術室 
 松浦 秀起 
 
日程 

































平成 15 年度 東京大学総合技術研究会に参加して 
中尾 節郎 
 
平成 15 年 3 月 6 日-7 日、東京大学本郷キャンパスで東大総合技術研究会が開催され参加
した。出版された東京大学総合技術研究会技術報告集の厚さは 3.6cm とずっしりと重いも
のであり、この研究会の盛大さを物語っている。技術報告集の「はじめに」に書かれた内
容を読むと、全国規模の技術研究会として、1976 年に分子科学研究所から始まり、名古屋
大学プラズマ研究所（現核融合科学研究所）、高エネルギー物理学研究所に広がり、この三
研究所の持ち回りで開催されていると、書かれていました。その後 1996 年度に三研究所を
離れ、分科会形式で各大学で開催されていたのを、2000 年度から東北大学が大学として初
めて７つの分科会をまとめて開催され、現在に至っているとのことです。全国から 500 名
以上の参加で始まった研究会が、今回は 770 名の事前登録とのことで、期待されている研
究会であることはこの報告集の厚さを見れば一目瞭然である。研究会当日の特別講演とし
て「技術研究とは何か」と題して元東京大学総長の吉川弘之のお話を拝聴した。雲の上の
ような人のお話を安田講堂の２階席で眠ること無く拝聴できた自分が不思議でならなかっ
た。身がしまる思いがしたかどうかは分からないが、少なくとも最後迄拝聴していたと言
う事実は、今でも大切な体験として残っている 
私は第８技術分野（地球物理観測技術研究会）において「山陰の地震活動」と題してポ
スター発表を行った。内容を簡単に紹介すると以下のようになる。最近、山陰において比
較的大きな地震が発生している。それらの地震活動を、時間空間的、深さ分布、発震機構
などの特徴を示し、地震発生前後の活動と比較しながら考察し紹介した。研究者からは、
南海地震が発生する30年位前から西南日本での地震活動が活発化の傾向があると指摘され
ている。まさに 1995 年兵庫県南部地震後西南日本において中規模地震以上の地震が多く発
生している。この現象がどう関わっているかは不明であるが、地震活動の事実を残してい
くことは大切であると考え、質問に来られた方々に説明した。 
 久しぶりの東大の赤門、安田講堂であり、高校の時から夢見た東大で発表できたことを
嬉しく思い、楽しかった研究会参加であった。 
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